
　

昨
年
度
、東
京
で
行
わ
れ

た
国
民
体
育
大
会
で
３
位
に

入
賞
し
た
京
口
だ
が
、こ
の

結
果
に
満
足
で
き
ず
、悔
し

涙
を
流
し
て
い
た
。そ
し
て
、

今
年
度
の
長
崎
国
体
で
は
、

決
勝
ま
で
判
定
を
も
の
に
し

勝
ち
進
む
と
、決
勝
で
は
不

戦
勝
で
初
タ
イ
ト
ル
を
手
に

入
れ
た
。京
口
は「
自
分
の
運

が
良
か
っ
た
と
い
う
よ
り
、

相
手
選
手
の
運
が
悪
か
っ
た

だ
け
で
、試
合
を
し
て
い
て

も
勝
て
た
と
思
う
。次
の
日

か
ら
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
自
覚

が
持
て
た
」と
誇
ら
し
げ
に

語
っ
た
。

　

全
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手

権
大
会
で
は
、二
つ
目
の
タ

イ
ト
ル
獲
得
を
目
標
に
国
体

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
挑
ん

だ
。京
口
は
２
回
戦
、準
決
勝

と
、相
手
を
寄
せ
付
け
な
い

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
ふ
さ
わ
し

い
戦
い
ぶ
り
を
見
せ
た
。決

勝
で
は
日
本
大
学
の
坪
井
選

手
と
対
戦
し
、判
定
で
負
け

た
。京
口
は「
手
数
や
ク
リ
ー

ン
ヒ
ッ
ト
の
数
で
は
負
け
て

い
な
か
っ
た
が
、戦
略
的
に

相
手
が
一
枚
上
だ
っ
た
」と

冷
静
に
分
析
し
た
。と
い
う

の
も
、全
日
本
選
手
権
か
ら

１
カ
月
後
の
全
日
本
大
学

ボ
ク
シ
ン
グ
王
座
決
定
戦

で
、こ
の
坪
井
選
手
と
再
戦

の
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。だ
が
、坪
井
選
手
が
階

級
を
上
げ
た
た
め
リ
ベ
ン

ジ
戦
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、王
座
決
定
戦
で
大

差
を
つ
け
て
勝
利
し
た
京

口
は
、誰
し
も
が
認
め
る

チ
ー
ム
の
起
爆
剤
と
い
え

る
存
在
に
な
っ
た
。技
能
賞

に
も
納
得
だ
。

階級  ○日本大　　 vs  ●大商大　７-４
LF 　 ●横山 祐介     vs ○京口 紘人（3年）
　　　　判定0-3（27-30，25-30，26-30）

F1 　 ○坪井 智也     vs ●長尾 朋範（2年）
　　　　判定3-0（30-27，29-28，29-28）

F2 　 ○河野 圭太     vs ●山本 樹喜也（1年）
　　　　判定3-0（30-27，29-28，29-28）

B1 　 ○佐々木 康太 vs  ●山口 号珠（1年）
　　　　判定3-0（30-27，30-26，30-27）

B2 　 ●菅原 祥 　    vs ○片山 慈英士（2年）
　　　　判定0-2（27-29，27-29，28-28）

L1 　 ○木本 盛宝     vs  ●田中 洸太郎（2年）
　　　　判定2-1（28-29，29-28，29-28）

L2 　 ○小林 将也     vs ●中谷 夏樹（2年）
　　　　判定3-0（30-27，30-27，30-27）

LW1  ○丹澤 航 　    vs ●前田 絃希（4年）
　　　　判定2-1（30-27，28-29，30-27）

LW2  ●澤江 将樹     vs ○山田 大樹（2年）
　　　　判定0-3（27-30，28-29，27-30）

W 　  ●李 健太 　    vs ○福森 翔太（4年）
　　　　判定0-3（26-30，27-29，27-29）

M 　  ○皆川 直輝     vs ●佐波 翔大（2年）
　　　　判定3-0（29-28，30-27，30-27）

「第69回国民体育大会（長崎がんばらんば国体2014）ボクシング競技」
成年男子ライトフライ級 優勝 　 京口 紘人（経済3年・伯太高・大阪）
成年男子バンタム級　 　　　　　2回戦敗退　   長尾 朋範（経営2年・新田高・愛媛）
成年男子ライト級　　　　　　　  ベスト8　　　 田中 洸太郎（公営2年・莵道高・京都）
成年男子ライトウェルター級　　　1回戦敗退　　前田 絃希（公営4年・神戸第一高・兵庫）
成年男子ウェルター級　　　　　  準優勝　　　  山田 大樹（公営2年・津山東高・岡山）
　　　　　　　　　　　　　　　ベスト8　　    福森 翔太（経営4年・松山聖陵高・愛媛）

「第84回全日本ボクシング選手権大会」
ライトフライ級　　　　　　　  　 準優勝　　　  京口 紘人（経済3年・伯太高）
バンタム級　　　　　        　　 1回戦敗退　   山本 樹喜也（公営1年・星林高）
ライト級　　　　　　        　　　1回戦敗退　   田中 洸太郎（公営2年・莵道高）
ウェルター級　　　　　　　  　  2回戦敗退　   福森 翔太（経営4年・松山聖陵高）
　　       　　　　　　　　  　   2回戦敗退　   山田 大樹（公営2年・津山東高）

「第68回全日本大学ボクシング王座決定戦」　準優勝
技能賞　　　　　　　　　　　　　　　　　     京口 紘人（経済3年・伯太高）

　

関
西
学
生
ボ
ク
シ
ン

グ
リ
ー
グ
戦
で
全
勝
優

勝
を
果
た
し
た
大
商
大

は
、王
座
奪
取
を
狙
い
広

島
の
地
に
乗
り
込
ん
だ
。

王
座
決
定
戦
は
、実
に
７

年
ぶ
り
３
度
目
の
挑
戦

と
な
っ
た
。対
戦
相
手
は
、

関
東
リ
ー
グ
で
全
勝
優
勝

の
日
本
大
、
１６
年
ぶ
り
の

対
決
と
な
る
。王
座
決
定

戦
で
は
、ラ
イ
ト
フ
ラ
イ

級
か
ら
ミ
ド
ル
級
ま
で

の
計
１１
試
合
が
行
わ
れ
、

大
商
大
は
総
戦
力
で
挑

ん
だ
。

　

１
戦
目
の
ラ
イ
ト
フ
ラ

イ
級
に
は
満
を
持
し
て
京

口
が
登
場
し
た
。「
全
日
本

の
決
勝
を
経
験
し
て
い
た

の
で
緊
張
し
な
か
っ
た
」

と
言
う
京
口
は
、１
ラ
ウ

ン
ド
開
始
の
ゴ
ン
グ
が
鳴

る
と
同
時
に
積
極
的
に
前

に
出
て
強
烈
な
パ
ン
チ
を

繰
り
出
し
た
。終
始
圧
倒

し
、３
ラ
ウ
ン
ド
で
は
ダ

ウ
ン
を
奪
い
、試
合
は
最

後
ま
で
京
口
の
ペ
ー
ス
で

進
み
、判
定
で
下
し
た
。先

手
必
勝
で
こ
の
ま
ま
い
く

か
と
思
わ
れ
た
が
、２
戦

目
か
ら
４
戦
目
は
接
戦
を

展
開
す
る
も
、連
続
し
て

落
と
し
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、５
戦
目
、バ
ン

タ
ム
級
２
人
目
の
片
山
慈

英
士（
公
営
２
年
・
二
階
堂

高
）が
そ
の
流
れ
を
止
め

た
。１
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
パ

ン
チ
を
確
実
に
当
て
試
合

を
優
位
に
進
め
、一
矢
報

い
た
。し
か
し
、強
敵
ぞ
ろ

い
の
日
本
大
に
再
び
３
連

敗
を
喫
し
、残
り
３
試
合

を
残
し
て
優
勝
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。だ
が
、

大
商
大
は
最
後
ま
で
素
晴

ら
し
い
戦
い
を
見
せ
た
。

　

９
戦
目
で
は
ラ
イ
ト

ウ
ェ
ル
タ
ー
級
２
人
目
の

山
田
大
樹（
公
営
２
年
・

津
山
東
高
）が
勝
利
し
、

長
崎
国
体
準
優
勝
の
実
力

で
意
地
を
見
せ
る
と
、１０

戦
目
の
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

で
主
将
の
福
森
翔
太（
経

営
４
年
・
松
山
聖
陵
高
）

が
、有
終
の
美
を
飾
る
べ

く
リ
ン
グ
に
上
が
っ
た
。

福
森
は
高
校
時
代
に
連
勝

記
録
を
樹
立
し
て
い
る
李

選
手
に
対
し
て
、１
ラ
ウ

ン
ド
か
ら
激
し
く
打
ち

合
っ
た
。バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

さ
れ
、右
目
の
上
か
ら
流

血
し
た
が
、２
ラ
ウ
ン
ド

か
ら
は
ペ
ー
ス
を
握
っ
た
。

そ
し
て
、大
金
星
を
挙
げ

た
。福
森
の
勝
利
に
奮
い

立
っ
た
、最
終
戦
、ミ
ド
ル
級

の
佐
波
翔
大（
公
営
２
年
・

久
居
高
）は
、２
年
生
な
が

ら
長
崎
国
体
準
優
勝
の
皆

川
選
手
に
食
ら
い
つ
き
、

負
け
こ
そ
し
た
が
い
い
試

合
で
締
め
く
く
っ
た
。

　

結
果
は
４
勝
７
敗
で
敗

れ
た
も
の
の
、次
に
つ
な

が
る
試
合
と
な
っ
た
。部

員
全
員
が「
今
ま
で
の
中

で
一
番
チ
ー
ム
が
一
つ
に

な
っ
て
い
た
」と
口
を
そ

ろ
え
た
。福
森
は「
一
年
後

は
王
座
を
奪
え
る
。京
口

な
ら
大
丈
夫
」と
夢
を
託

し
た
。次
期
主
将
の
京
口

は「
実
力
は
互
角
だ
っ
た
。

必
ず
こ
の
場
所
に
戻
っ
て

き
て
王
座
に
就
く
。日
本

一
に
な
っ
て
、菅
原
博
之

監
督（
大
商
大
Ｏ
Ｂ
）の
指

導
が
間
違
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
を
証
明
し
た

い
」と
力
強
く
話
し
た
。

文
／
江
見
拓
人

（
経
営
３
年
・
興
國
高
）第68回全日本大学ボクシング王座決定戦

12月14日　広島市中区スポーツセンター

　
今
年
度
、大
商
大
ボ
ク
シ

ン
グ
部
で
最
も
波
に
乗
っ
て

い
た
の
は
、京
口
紘
人（
経
済

3
年
・
伯
太
高
）で
あ
る
。今

年
度
の
戦
績
は
17
戦
14
勝
。

長
崎
国
体
で
は
4
度
目
の
挑

戦
で
悲
願
の
初
優
勝
。全
日

本
選
手
権
で
も
準
優
勝
に
輝

い
た
。そ
し
て
、大
学
日
本
一

を
決
め
る
王
座
決
定
戦
で

は
、チ
ー
ム
の
先
陣
を
切
っ
て

勝
利
を
挙
げ
、チ
ー
ム
を
け

ん
引
し
、技
能
賞
を
獲
得
し

た
。ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
の
小

さ
な
巨
人
の
躍
進
は
、ま
だ

ま
だ
続
く
に
違
い
な
い
。

ボ
ク
シ
ン
グ
部

16
年
ぶ
り
の
対
決

16
年
ぶ
り
の
対
決

全
力
フ
ァ
イ
ト

全
力
フ
ァ
イ
ト

日
本
拳
法
部

空
手
道
部

4 面
ボ
ク
シ
ン
グ
部

1 面

合
気
道
部

準
硬
式
野
球
部

硬
式
野
球
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

2・3面

第14号

第14号   2015年（平成27年）1月発行1 F
R
E
E

小さな巨人!!小さな巨人!!

技
能
賞
技
能
賞

国
体

京
口
国
体

全
日
本

王
座
決
定
戦

王
座
決
定
戦

準
Ｖ

王
座
決
定
戦

王
座
決
定
戦

過去対戦戦績
1998年 ○日本大　　  vs ●大商大 11-0
2007年 ○東京農業大  vs ●大商大 11-0



■アメリカンフットボール部
「関西学生アメリカンフットボールリーグ」
Div.3（3部）Eブロック（11人制）　3位

■剣道部
 「第53回大阪学生剣道優勝大会」
男子団体　1回戦敗退

■硬式庭球部
「関西大学対抗テニスリーグ戦」
男子5部予選リーグEブロック　3位

「関西学生地域テニストーナメント」
男子シングルス　　　 2回戦敗退　木越 祐希（商3年）
　　　　　　　  　　 2回戦敗退　小野 晃毅（経営2年）
　　　　　　　  　　 2回戦敗退　田中 章毅（経営2年）
　　　　　　　  　　 2回戦敗退　竹中 彦貴（経営1年）

■硬式野球部
「関西六大学野球秋季リーグ戦」
3位
ベストナイン（一塁手）  坂田 一平（公営1年）
指名打者　　　　　　 榎本 和輝（公営1年）
平古場賞（新人賞）　　榎本 和輝（公営1年）
平古場賞（新人賞）　　 坂田 一平（公営1年）

■サッカー部
「第92回関西学生サッカーリーグ」
2部Aリーグ（通年）　7位

■自動車部
「第12回E-1グランプリ第2戦」
スプリントレース決勝　13位　商大-Ⅱ／三部 昂生（公営4年）
2時間耐久レース　 　9位　 商大-Ⅰ
　　　　　　　　　 10位　商大-Ⅱ

■柔道部
「第33回関西学生柔道体重別選手権大会」
男子81kg級　ベスト16 　 西中 翔（公営2年）
「BALI OPEN INTERNATIONAL
JUDO CHAMPIONSHIP 2014」
男子73kg級　2回戦敗退　加藤 元紀（公営3年）
男子81kg級　優勝　　　  西中 翔（公営2年）
男子91kg級　3位　　　　安部 友章（公営3年）
「第8回大阪学生柔道体重別大会」
男子66kg級　3位　　　　高崎 翔太（公営3年）

■少林寺拳法部
「第52回少林寺拳法関西学生大会」
自由組演武男子二段以上の部
予選敗退　  上中 敬介（経営4年）・森岡 優仁（公営3年）
自由組演武男子初段の部
予選敗退　  上田 将司（経営3年）・玉越 俊紀（商3年）

自由組演武男子茶帯の部
1回戦敗退　沖永 純哉（経営2年）・福江 翔太（経営2年）

■水上競技部
「第88回関西学生選手権水泳競技大会」
男子3部100mバタフライ　    7位　　窪田 匡貴（経済4年）
男子3部200mバタフライ　　 5位　　窪田 匡貴（経済4年）
男子3部400mフリーリレー　 13位 　川口 輝（経済1年）・ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　窪田 匡貴（経済4年）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　桝井 亮甫（商4年）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　明神 佳弘（経営4年）
男子3部800mフリーリレー 14位　 桝井 亮甫（商4年）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　窪田 匡貴（経済4年）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田 翔太（商1年）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　明神 佳弘（経営4年）
男子3部400mメドレーリレー 10位　 桝井 亮甫（商4年）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　明神 佳弘（経営4年）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　窪田 匡貴（経済4年）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　川口 輝（経済1年）

■卓球部
「第81回全日本大学総合卓球選手権大会
（個人の部）関西予選」
男子ダブルス　　4回戦敗退　坂永 幸佑（商4年）・
　　　　　　　　　　　　　  竹谷 大輝（公営4年）
　　　　　　　   4回戦敗退　野村 光伸（公営4年）・
　　　　　　　　　　　　　  幸松 宏敏（経済1年）
　　　　　　　   4回戦敗退　吉元 祐太（商3年）・
　　　　　　　　　　　　　  月待 輝海（商1年）
男子シングルス　ベスト32　   打越 史彦（商4年）

「関西学生卓球秋季リーグ戦」
男子2部　4位

■バスケットボール部
「関西学生バスケットボールリーグ戦」
2部　5位

■バレーボール部
「関西大学バレーボール連盟男子秋季リーグ戦」
2部　3位
「大阪府学生バレーボール男女選手権大会」
男子決勝トーナメント戦　1回戦敗退　大商大A
「関西バレーボール大学男女選手権大会」
男子決勝トーナメント戦　2回戦敗退
「第67回全日本バレーボール大学男子選手権大会」
2回戦敗退

■フィールドホッケー部
「関西学生ホッケー秋季リーグ」
男子3部　5位

■ボウリング部
「第53回関西学生ボウリング選手権大会」
男子5人チーム戦　6位
男子マスターズ戦　4位　　 川合 諒（経済4年）

「第53回関西学生ボウリング秋季リーグ戦」
男子の部　        　8位

「第52 回全日本大学ボウリング選手権大会」
男子個人　　　　 68位　  川合 諒（経済4年）
　　　　　　　　  107位　坂井 正孝（経済1年）

■ライフル射撃部
「第61回秋季全関西学生ライフル射撃選手権大会」
男子個人10mS60M　10位　  辰巳 侑輝（公営1年）
　　　　　　　　　　 59位　  秦 勝宏（経済4年）
「第61回全日本学生ライフル射撃選手権大会」
10mS60M　　　　　39位　  辰巳 侑輝（公営1年）
　　　　　　 　　　　165位　秦 勝宏（経済4年）

■ラグビー部
「関西大学ラグビーフットボールリーグ」
D（4部）3リーグ　3位

その他のクラブ主な試合結果
（2014年7月14日～12月14日）

※文中人名後の（　）内は、所属学科学年・出身高校

頑
張

■陸上競技部
「関西学生陸上競技種目別選手権大会兼
第36回関西学生混成選手権大会」
男子100ｍ　 　　　　予選敗退　仲田 雄哉（経済1年）
男子200ｍ　　　　　 予選敗退　戸田 靖章（経営2年）
男子4×100ｍリレー　予選敗退　仲田 雄哉（経済1年）・
　　　　　　　　　　　　　　　戸田 靖章（経営2年）・
　　　　　　　　　　　　　　　北浦 巧（経済4年）・
　　　　　　　　　　　　　　　山田 貴之（経済1年）
男子4×400ｍリレー　予選敗退　戸田 靖章（経営2年）・
　　　　　　　　　　　　　　　仲田 雄哉（経済1年）・
　　　　　　　　　　　　　　　西島 辰哉（経済1年）・
　　　　　　　　　　　　　　　平岡 伸梧（公営2年）

「第47回堺市陸上競技選手権大会」
男子一般砲丸投   　 　決勝8位　安野 晃太（経営3年）れ

大 商

大

　

関
西
学
生
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

に
お
い
て
、大
商
大
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
は
男
子

団
体
戦
５３
連
覇
と
い
う
歴
史

的
記
録
を
残
し
て
き
た
が
、

つ
い
に
そ
の
記
録
が
途
切

れ
て
し
ま
っ
た
。団
体
戦
は

メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
た
８

人
の
個
人
戦
績
を
点
数
化

し
て
、そ
の
合
計
得
点
で
競

う
。階
級
の
選
択
、団
体
戦

メ
ン
バ
ー
の
選
出
、重
量
の

申
告
、試
技
の
順
な
ど
、い

ず
れ
も
駆
け
引
き
が
も
の

を
い
う
競
技
で
あ
る
。

　

大
会
初
日
、ま
ず
５６
㎏
級
、

６２
㎏
級
の
試
技
が
行
わ
れ

た
。大
商
大
は
ま
さ
か
の
失

格
が
出
て
、１
位
に
１６
点
差

を
つ
け
ら
れ
、３
位
で
折
り

返
し
た
。２
日
目
、「
こ
こ
ま

で
き
た
ら
も
う
や
る
し
か

な
い
」と
挑
み
、６９
㎏
級
で

は
３
位
、７７
㎏
級
で
は
２
位

と
着
実
に
得
点
を
挙
げ
た
。

そ
ん
な
中
、９４
㎏
級
で
主
将

の
溝
根
輝
之（
公
営
４
年
・

紀
北
工
業
高
）が
チ
ー
ム
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
た
。ス

ナ
ッ
チ
で
自
己
新
記
録
と

な
る
１
０
７
㎏
を
差
し
挙

げ
た
の
だ
。溝
根
に
と
っ
て

１
年
か
け
て
３
階
級
も
増

量
し
、よ
う
や
く
つ
か
ん
だ

２
位
と
な
っ
た
。溝
根
の
頑

張
り
に
奮
起
し
た
髙
村
奈

央
稀（
経
済
３
年
・
鎮
西
高
）

と
山
本
峻
介（
経
済
２
年
・

上
天
草
高
）が
１
０
５
㎏
級

で
１
位
、２
位
と
表
彰
台
を

独
占
し
、得
点
を
稼
い
だ
。

だ
が
、大
商
大
は
残
る
＋

１
０
５
㎏
級
に
出
場
者
が

お
ら
ず
、優
勝
へ
の
望
み
は

他
大
学
の
結
果
に
委
ね
る

し
か
な
く
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、最
終
結
果
は
初

優
勝
の
立
命
館
大
学
に
６

点
及
ば
ず
、準
優
勝
に
甘
ん

じ
た
。非
常
に
悔
し
く
、悔

や
み
き
れ
な
い
結
果
を
受

け
入
れ
る
の
は
容
易
で
は

な
か
っ
た
。宮
下
日
出
海
監

督（
大
商
大
Ｏ
Ｂ
）は「
肩

の
荷
が
下
り
た
。白
紙
に

戻
っ
て
や
る
の
も
悪
く
な

い
」と
前
向
き
な
姿
勢
を
見

せ
、植
田
洋
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

（
大
商
大
Ｏ
Ｂ
）は「
記
録

は
い
つ
か
は
途
切
れ
る
も

の
。ま
た
一
か
ら
の
積
み
重

ね
だ
」と
気
丈
に
語
っ
た
。

　

溝
根
が
主
将
に
な
っ
て
か

ら
の
１
年
間
、メ
ン
バ
ー
の

離
脱
や
、け
が
に
苦
悶
す
る

怒
濤
の
日
々
だ
っ
た
。そ
れ

で
も
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ

ら
れ
た
の
は
、頼
も
し
い
同

期
や
後
輩
が
い
た
か
ら
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。溝
根
は

次
期
主
将
の
髙
村
へ「
あ
え

て
口
は
出
さ
な
い
。髙
村
な

り
に
や
っ
て
ほ
し
い
」と
名

門
復
活
を
託
し
、全
員
で
泣

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

「西日本学生交流ウエイトリフティング個人選手権大会」
　男子69kg級 3位 田中 悟（経済1年・大商大堺高）

「第30回関西学生選抜ウエイトリフティング選手権大会」
　男子56kg級 優勝 島 幸雄（公営2年・板野高）
　 3位 守安 暁紀（公営1年・倉敷工業高）
　男子62kg級 優勝 今川 祐示（公営3年・紀北工業高）
　男子69kg級 優勝 前島 祐貴（経済4年・小浜水産高）
　男子77kg級 準優勝 溝根 輝之（公営4年・紀北工業高）
　男子94kg級 優勝 髙村 奈央稀（経済3年・鎮西高）
　男子105kg級 優勝 山本 峻介（経済2年・上天草高）

「第69回国民体育大会（長崎がんばらんば国体2014）ウエイトリフティング競技」
　成年男子56kg級 トータル8位 島 幸雄（公営2年・板野高・徳島）
　成年男子69kg級 トータル13位 前島 祐貴（経済4年・小浜水産高・福井）
　成年男子77kg級 トータル21位 北田 翔平（経済1年・板野高・徳島）
　成年男子94kg級 トータル16位 髙村 奈央稀（経済3年・鎮西高・熊本）

「第60回全日本大学対抗ウエイトリフティング選手権大会2部」　男子団体　3位

「第62回関西学生ウエイトリフティング選手権大会」　男子団体　準優勝

い
て
泣
い
て
、Ｖ
奪
還
を
誓

い
合
っ
た
。大
記
録
は
途
切

れ
た
が
、先
人
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
商
大
魂
は
途
切

れ
る
こ
と
は
な
い
。
伝
統

と
、思
い
や
り
と
礼
節
を
重

ん
じ
る
大
商
大
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
部
、失
意
を
乗

り
越
え
、新
た
な
歴
史
へ
向

け
て
気
持
ち
を
押
し
上
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

文
／
井
戸
垣
恭
子

（
経
営
１
年
･
鳥
取
商
業
高
）

第62回関西学生ウエイトリフティング選手権大会
12月12日・13日　はびきのコロセアム

関
西
イ
ン
カ
レ54

連
覇
な
ら
ず

克
己
心
で

Ⅴ
奪
回
を
誓
う
！

準
V
準
V

　

昨
年
度
、春
に
２
部
リ
ー

グ
へ
降
格
し
て
か
ら
１
部

昇
格
へ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃

し
て
い
る
大
商
大
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
。９
月
に
行
わ
れ

た
関
西
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
も
、

１
部
昇
格
へ
向
け
て
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

第
１
戦
、京
都
大
学
戦
で

は
力
の
差
を
見
せ
つ
け
ス

ト
レ
ー
ト
勝
ち
。こ
の
勢
い

に
乗
っ
て
挑
ん
だ
第
２
戦

だ
っ
た
が
、近
畿
大
学
に
２

―
３
で
惜
し
く
も
負
け
て

し
ま
っ
た
。こ
の
敗
戦
で
１

位
の
可
能
性
が
低
く
な
り

士
気
が
下
が
っ
て
し
ま
う

か
と
思
わ
れ
た
が
、第
３
戦

か
ら
大
商
大
は
勢
い
を
取

り
戻
し
た
。第
３
戦
の
京
都

産
業
大
学
に
５
―
０
、第
４

戦
の
関
西
大
学
に
４
―
１

で
順
調
に
勝
利
し
、残
す
第

５
戦
。相
手
は
履
正
社
医
療

ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
。２
―

２
で
迎
え
た
５
番
手
に
登

場
し
た
中
島
悠
太（
公
営
２

年
･
姫
路
商
業
高
）、屋
舖

雄
太（
公
営
１
年
･
能
登
高
）

ペ
ア
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の

掛
か
る
中
で
粘
り
強
さ
を

見
せ
つ
け
、さ
ら
に
ベ
ン
チ

か
ら
の
声
援
が
力
に
な
り

勝
利
し
た
。最
終
結
果
は
２

位
。今
回
も
あ
と
一
歩
の

と
こ
ろ
で
１
部
昇
格
は
か

な
わ
な
か
っ
た
。

文
／
井
戸
垣
恭
子

（
経
営
１
年
･
鳥
取
商
業
高
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

関西学生ソフトテニス秋季リーグ戦
9月20日・21日　マリンテニスパーク・北村

「第68回西日本ソフトテニス選手権大会」
　一般男子の部　2回戦敗退　南 武志（経済3年・笠田高）・佐藤 雄希（経済4年・神戸星城高）

「第68回全日本大学対抗ソフトテニス選手権大会」　男子団体　ベスト32

「第69回全日本学生ソフトテニス選手権大会」
　男子の部　　　2回戦敗退　増﨑 亮太（公営3年・羽咋工業高）・小河 遼（経済4年・太子高）
　　　　　　　　2回戦敗退　南 武志（経済3年・笠田高）・ボロトヤ・エンヒジン（経済3年・明徳義塾高）

「第56回全日本学生ソフトテニスシングルス選手権大会」
　男子の部　　　2回戦敗退　ボロトヤ・エンヒジン（経済3年・明徳義塾高）

「関西学生ソフトテニス秋季リーグ戦」　男子2部　準優勝

あと一歩

秋季リーグ戦 
2部2位

　

昨
年
度
、全
日
本
の
晴
れ

舞
台
で
演
武
競
技
対
徒
手

３
位
の
結
果
を
残
し
た
大

商
大
合
気
道
部
の
前
田
創

（
商
４
年
･
和
歌
山
商
業
高
）

と
深
井
順
矢（
経
営
３
年
･

松
山
商
業
高
）
。
彼
ら
に

と
っ
て
の
リ
ベ
ン
ジ
と
な

る
全
日
本
学
生
合
気
道
競

技
大
会
が
、１０ 

月
に
行
わ

れ
た
。毎
朝
早
く
か
ら
夕

方
遅
く
ま
で
稽
古
に
励
ん

だ
と
い
う
彼
ら
の
姿
に
、試

合
前
か
ら
気
迫
を
感
じ
た
。

　

ま
ず
乱
取
競
技
団
体
戦

が
始
ま
っ
た
。大
き
な
体
格

の
関
西
学
院
大
学
を
相
手

に
必
死
で
食
ら
い
つ
い
た

大
商
大
だ
っ
た
が
、一
歩
及

ば
ず
敗
退
。続
く
乱
取
競
技

個
人
戦
で
も
前
田
、深
井
と

も
に
２
回
戦
ま
で
進
む
も

接
戦
の
末
、敗
れ
た
。残
る

演
舞
競
技
対
徒
手
、主
将
の

前
田
が
必
ず
勝
つ
と
宣
言

し
た
こ
の
競
技
で
、前
田
と

深
井
は
余
裕
で
予
選
を
突

破
し
、準
決
勝
、桃
山
学
院

大
学
Ａ
に
４
―
１
の
大
差

で
勝
利
し
た
。し
か
し
、決

勝
で
近
畿
大
学
A
に
２
―

３
で
惜
し
く
も
敗
れ
、涙
の

準
優
勝
と
な
っ
た
。

　

試
合
後
、前
田
は「
や
り

き
っ
た
感
し
か
な
い
。最
後

の
試
合
で
深
井
君
と
組
め
て

良
か
っ
た
」と
話
し
た
。一

方
、深
井
は「
と
て
も
悔
し

い
。前
田
さ
ん
の
た
め
に
優

勝
し
た
か
っ
た
」と
男
泣
き

し
た
。次
期
主
将
と
な
る
深

井
は
、次
こ
そ
三
度
目
の
正

直
と
な
る
優
勝
を
狙
う
だ
ろ

う
。大
商
大
合
気
道
部
の
さ
ら

な
る
飛
躍
に
期
待
し
た
い
。

文
／
和
田
千
咲

（
経
営
１
年
・
米
子
南
高
）

「第45回全日本学生合気道競技大会」
　乱取競技男子団体戦 2回戦敗退
　乱取競技男子個人戦 3回戦敗退 山本 翔（公営1年・大商大堺高）
 2回戦敗退 前田 創（商4年・和歌山商業高）
 2回戦敗退 深井 順矢（経営3年・松山商業高）
 2回戦敗退 石田 智久（公営2年・箕面自由学園高）
 1回戦敗退 中嶋 優斗（商2年・伊和高）
　演武競技男子対徒手の部 準優勝 前田 創（商4年・和歌山商業高）・深井 順矢（経営3年・松山商業高）
　演武競技男子対武器の部 予選敗退 中嶋 優斗（商2年・伊和高）・石田 智久（公営2年・箕面自由学園高）

合
気
道
部

第45回全日本学生合気道競技大会
10月19日　近畿大学記念会館

演
武
競
技
男
子
対
徒
手
の
部

全
日
本
全
日
本

決
勝
戦
で
涙

前
田

深
井

準
V
準
V

ひ
と
目
で
分
か
る
金
子
投
手
の
軌
跡

Profile

茨
木
市
に
長
男
と
し
て
誕
生

茨
木
市
立
水
尾
小
学
校
に
入
学

父
親
の
勧
め
で
野
球
を
始
め
る（
投
手
）

チ
ー
ム
に
入
る
と
す
ぐ
に
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た

茨
木
市
立
水
尾
小
学
校
を
卒
業

茨
木
市
立
平
田
中
学
校
に
入
学

吹
田
シ
ニ
ア
に
入
部（
第
5
期
生
）

野
球
の
父
で
あ
り
大
恩
師
と
慕
う
、

富
山
陽
一
監
督（
大
商
大
O
B
）と
出
会
う

茨
木
市
立
平
田
中
学
校
を
卒
業

大
阪
学
院
大
学
高
等
学
校
に
入
学

硬
式
野
球
部
に
入
部

夏
の
大
会
で
エ
ー
ス
番
号
を
も
ら
う

大
阪
大
会
で
は
4
回
戦
敗
退
に
終
わ
っ
た

大
阪
学
院
大
学
高
等
学
校
を
卒
業

大
阪
商
業
大
学
に
入
学

硬
式
野
球
部
に
入
部

再
び
富
山
陽
一
監
督
に
師
事
す
る

春
季
リ
ー
グ
戦
で
平
子
場
賞（
新
人
賞
）を
獲
得

春
季
リ
ー
グ
戦
で
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン（
投
手
）を
受
賞

21
年
ぶ
り
リ
ー
グ
戦
で
優
勝

関
西
地
区
大
学
選
手
権
で
初
優
勝

31
年
ぶ
り
明
治
神
宮
大
会
で
ベ
ス
ト
4

大
学
通
算
で
23
勝
を
挙
げ
る

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
か
ら

ド
ラ
フ
ト
9
位
指
名
を
受
け
る

関
西
六
大
学
野
球
連
盟
か
ら
特
別
功
労
賞
を
受
賞

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
へ
入
団

1
9
9
3
年

1
9
9
9
年

2
0
0
5
年

2
0
0
5
年

2
0
0
8
年

2
0
0
8
年

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
1
年

2
0
1
2
年

2
0
1
3
年

2
0
1
4
年

文
／
江
見
拓
人

（
経
営
３
年
・
興
國
高
）

橋爪 大佑 内野手
（大商大OB・東海大付属仰星高）

背番号：203
2013年ドラフト

中日育成枠2位指名

ハシヅメ　 ダイ スケ

桂 依央利捕手
（大商大OB・太成学院大高）

背番号：40
2013年ドラフト

中日3位指名

カツラ   イ　オ　 リ

金子 丈 投手（公営4年・大阪学院大高）

背番号：50
生年月日：1993年2月25日
体重／身長：189cm／90kg
投／打：右／右
持ち球：ストレート、カーブ、シュート、
スライダー、フォーク
座右の銘：闘争心
憧れの投手：中日・吉見一起投手

カネ  コ 　タケシ

99
位位

ド
ラ
フ
ト

ド
ラ
フ
ト

中
日
入
団

金
子 

待って るぜ！
一緒に頑 張ろう！！

Q
：
第
65
代
体
育
会
本

部
の
目
標
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

A
：
ク
ラ
ブ
生
と
の
交

流
を
持
ち
た
い
で
す
！

試
合
の
応
援
に
行
く
と

ク
ラ
ブ
生
と
顔
見
知
り

に
な
っ
て
、交
流
が
広
が

る
ん
で
す
。な
の
で
、

２
代
前
の
奥
田
一
希
委

員
長
の
代
か
ら
行
っ
て

い
る
応
援
に
も
引
き
続

き
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
！

Q
：
な
ぜ
体
育
会
本
部

に
入
り
ま
し
た
か
？

A
：
友
達
に
誘
わ
れ
て

入
っ
た
の
で
す
が
、誘
っ

て
く
れ
て
感
謝
で
す
！

今
で
は
体
育
会
本
部
つ

な
が
り
で
の
友
達
も

増
え
て
、僕
自
身
、楽
し

い
大
学
生
活
を
送
れ
て

い
ま
す（
笑
）

Q
：
自
分
の
チ
ャ
ー
ム

ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
で
す

か
？

A
：
ん
ー
、そ
う
で
す

ね
。自
分
で
言
う
の
は
恥

ず
か
し
い
で
す
け
ど
、笑

顔
で
す（
笑
）

Q
：
座
右
の
銘
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

A
：「
寝
る
子
は
育
つ
」

！？ 

僕
は
よ
く
寝
る
の

で
身
長
が
1
7
8
セ
ン

チ
ま
で
伸
び
ま
し
た
！

Q
：
最
後
に
、ど
ん
な

体
育
会
本
部
に
し
て
い

き
た
い
で
す
か
？

A
：
楽
し
む
と
き
は
全

力
で
楽
し
ん
で
、仕
事
の

と
き
は
ち
ゃ
ん
と
仕
事

を
し
て
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
、部
活
動
以
外
で
も
仲

の
良
い
体
育
会
本
部
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
で

す
。ま
た
、ク
ラ
ブ
生
と

の
関
わ
り
も
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
！

文
／
高
本
菜
樹
紗

（
経
営
2
年・大
阪
ビ
ジ

ネ
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
）

　

体
育
会
本
部
と
は
、体
育
会
系
ク
ラ
ブ
生
が
活

動
し
や
す
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
団
体
で
す
！

活
動
時
間
は
12
時
10
分
〜
16
時
20
分
で
す
。ぜ
ひ

部
室
を
の
ぞ
き
に
来
て
く
だ
さ
い
！

第
65
代
体
育
会
本
部
委
員
長

江
見
拓
人
に
Q
＆
A
！！

江見 拓人（経営3年・興國高）
ニックネーム：えみちゃん  誕生日：9/21

エ   ミ 　 タク　ト 体
育
会
本
部
N
E
W
S

　

阪
神
六
大
学
準
硬
式
野
球

連
盟
秋
季
リ
ー
グ
戦
、大
商

大
準
硬
式
野
球
部
は
、春
に

続
き
準
優
勝
と
い
う
結
果
に

終
わ
っ
た
。

　

春
は
優
勝
決
定
戦
の
末
に

敗
れ
、「
悔
い
だ
け
が
残
っ

た
」と
主
将
の
福
家
雅
陸（
公

営
３
年
・
法
隆
寺
国
際
高
）。

リ
ベ
ン
ジ
す
る
べ
く
迎
え
た

秋
季
リ
ー
グ
戦
、大
商
大
ナ

イ
ン
は「
１
戦
目
は
正
直
こ

の
先
勝
て
る
か
不
安
だ
っ
た

が
、２
戦
目
で
い
い
勝
ち
方

が
で
き
て
、い
け
る
！
」と
手

応
え
を
感
じ
た
。

　

し
か
し
、阪
南
大
学
と
の

第
１
戦
、第
２
戦
と
も
に
勝

利
を
逃
し
て
し
ま
う
。最
終

戦
、勝
て
ば
優
勝
決
定
戦
に

進
め
る
関
西
大
学
人
間
健
康

学
部
と
の
大
一
番
で
は
、最

後
ま
で
も
つ
れ
る
展
開
と

な
っ
た
が
、３
―
４
で
惜
し

く
も
敗
れ
、涙
を
飲
ん
だ
。

　

福
家
は「
阪
南
大
は
チ
ー

ム
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
自

分
た
ち
よ
り
あ
っ
た
。そ
の

差
が
勝
敗
に
も
つ
な
が
っ

た
。来
春
は
リ
ー
グ
優
勝
に

よ
る
関
西
大
会
出
場
、そ
の

先
に
あ
る
全
日
本
大
会
出
場

に
向
け
、３
月
の
熊
本
キ
ャ

ン
プ
か
ら
自
分
も
チ
ー
ム
も

追
い
込
ん
で
い
く
」と
雪
辱

を
誓
っ
た
。

　

全
日
本
大
学
９
ブ
ロ
ッ

ク
対
抗
準
硬
式
野
球
大
会

に
阪
神
六
大
学
リ
ー
グ
か

ら
唯
一
、越
智
俊
貴（
商
２

年
・
西
条
高
）が
投
手
と
し

て
全
関
西
選
抜
チ
ー
ム
に

選
出
さ
れ
た
。本
大
会
へ
２

年
連
続
の
選
出
と
な
っ
た

が
、全
九
州
選
抜
チ
ー
ム
と

の
予
選
、同
点
の
７
回
か
ら

登
板
し
た
越
智
は「
突
然

の
出
番
で
準
備
が
足
ら
な

か
っ
た
」と
本
来
の
調
子
で

は
な
く
、逆
転
を
許
し
て
し

準
硬
式
野
球
部

「清瀬杯第46回全日本大学選抜準硬式野球大会」　1回戦敗退

「阪神六大学準硬式野球連盟秋季リーグ戦」　準優勝
　盗塁王 竹原 魁人（経営2年・岡山東商業高）
　本塁打賞 森 太一（商2年・京都国際高）

「第32回全日本大学9ブロック対抗準硬式野球大会」
　全関西選抜チーム 予選リーグ戦敗退
　選抜メンバー（投手） 越智 俊貴（商2年・西条高）

ま
い
、悔
し
い
途
中
降
板
と

な
っ
た
。

　
「
秋
季
リ
ー
グ
戦
と
９
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
と
満
足
の
い

く
投
球
が
ま
っ
た
く
で
き

な
か
っ
た
。冬
の
シ
ー
ズ
ン

は
走
り
込
み
を
し
て
、春
に

は
チ
ー
ム
か
ら
信
用
さ
れ

て
勝
て
る
投
手
に
な
り
た

い
」（
越
智
）
と
大
商
大

エ
ー
ス
と
し
て
の
抱
負
を

語
っ
た
。

文
／
大
村
直
之

（
経
営
１
年
・
明
石
南
高
） 第32回全日本大学9ブロック対抗準硬式野球大会

11月15日・16日　住之江公園野球場他

春
の
リ
ベ
ン
ジ
な
ら
ず

9
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場

秋
季
リ
ー
グ
戦俊

越
智 準

V
準
V
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我
楽
多

※文中人名後の（　）内は、所属学科学年・出身高校

▼
今
回
初
め
て
記
事
を
書

く
こ
と
に
な
り
、と
て
も
不

安
で
し
た
が
、先
輩
に
助
け

て
も
ら
い
な
が
ら
順
調
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
ス
ポ
ー
ツ
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、こ
の
経
験

を
来
年
度
に
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。（
和
田
）

▼
撮
影
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

通
じ
て
、あ
ら
た
め
て
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
良
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。来
年
度
以
降
は
、自
分

の
担
当
記
事
で
少
し
で
も

多
く
の
人
が
そ
の
ス
ポ
ー

ツ
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

る
よ
う
な
記
事
を
書
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
大
村
）

▼
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ブ
の

応
援
に
行
け
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。取
材
し
た
り
、撮

影
し
た
り
、初
め
て
の
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
、い
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。次
回
は

担
当
記
事
の
ク
ラ
ブ
の
良

さ
を
も
っ
と
引
き
出
せ
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。（
井
戸
垣
）

▼
普
段
は
ク
ラ
ブ
生
と
関

わ
る
こ
と
が
少
な
く
、取
材

の
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を

取
る
こ
と
も
先
輩
に
お
願

い
し
、大
変
で
し
た
。次
回

は
自
分
か
ら
ク
ラ
ブ
生
に

コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
い

き
た
い
で
す
。そ
し
て
、署

名
記
事
を
書
け
た
喜
び
を

後
輩
に
も
受
け
継
い
で
い

き
た
い
で
す
。（
吉
田
） 

▼
商
大
ス
ポ
ー
ツ
の
取
材

を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
ス

ポ
ー
ツ
を
観
戦
し
、ス
ポ
ー

ツ
な
ら
で
は
の
ド
キ
ド
キ

感
や
、鳥
肌
が
立
つ
よ
う
な

感
動
を
味
わ
い
ま
し
た
。選

手
の
方
た
ち
に
は
感
謝
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。大
商
大
体

育
会
系
ク
ラ
ブ
の
ま
す
ま

す
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。（
根
本
）

印刷

発行
編集

「第54回空手道糸東会全国選手権大会」
　一般男子無差別級組手の部　　 3位　　市本 寛（公営1年・おかやま山陽高・岡山）

「WKFプレミアリーグ2014沖縄大会」
　男子組手－84kg級　  2回戦敗退　 　　溝口 弘樹（商3年・東大阪大柏原高）

「第6回関西学生空手道オープントーナメント」
　男子シニアクラス　　 　　　　 3位　　高井 魁人（経営3年・神戸第一高）

「第69回国民体育大会（長崎がんばらんば国体2014）空手道競技」
　成年男子組手軽量級　5位　　　　 　　高井 魁人（経営3年・神戸第一高・兵庫）
　　　　　　　　　　　1回戦敗退　 　　小山 翔馬（公営4年・東洋大附属牛久高・茨城）
　成年男子組手重量級　準優勝　　　 　  溝口 弘樹（商3年・東大阪大柏原高・大阪）
　　　　　　　　　　　1回戦敗退　 　　飯作 雄太郎（公営2年・保善高・東京）

「第57回全関西大学空手道選手権大会」 男子団体組手1部　 準優勝
　優秀選手賞　　　　　　　　　　   　　高井 魁人（経営3年・神戸第一高）
　優秀選手賞　　　　　　　　　　   　　市本 寛（公営1年・おかやま山陽高）

「第58回全日本大学空手道選手権大会」 男子団体組手競技　3位
　優秀選手賞　　　　　　　　　　   　　飯作 雄太郎（公営2年・保善高）

「1st INTERNATIONAL KUALA LUMPUR OPEN KARATE CHAMPIONSHIP」
　男子団体組手　　　　　　　　 優勝　　畑野 翔真（経済1年・東大阪大柏原高）他
　男子シニア個人組手－60kg級　優勝　　中山 大樹（公営2年・東大阪大柏原高）
　　　　　　　　　　－84kg級　準優勝　畑野 翔真（経済1年・東大阪大柏原高）

　

１０
月
、長
崎
で
行
わ
れ
た

国
民
体
育
大
会
で
、大
阪
府

代
表
の
溝
口
弘
樹（
商
３
年
・

東
大
阪
大
柏
原
高
）が
、成
年

男
子
組
手
重
量
級
で
初
出
場

に
し
て
準
優
勝
と
い
う
素
晴

ら
し
い
成
績
を
収
め
た
。

　

４
回
戦
ま
で
安
定
の
強
さ

を
見
せ
勝
ち
進
む
と
、準
決

勝
で
は
宮
崎
県
代
表
の
工
藤

選
手（
近
畿
大
）と
当
た
っ

た
。工
藤
選
手
に
苦
戦
を
強

い
ら
れ
た
が「
過
去
に
何
度

も
や
り
合
っ
て
き
た
相
手
な

の
で
、負
け
ら
れ
な
か
っ
た
」

（
溝
口
）と
、ひ
る
む
こ
と
な

く
攻
め
、残
り
１
秒
で
ポ
イ

ン
ト
を
取
り
、決
勝
進
出
を

決
め
た
。し
か
し
、決
勝
戦
は

京
都
府
代
表
の
谷
選
手（
京

都
府
警
察
）に
０
―
８
と
完

敗
を
喫
し
た
。

　

溝
口
は「
一
番
で
な
い
と

意
味
が
な
い
。こ
れ
か
ら
は

空
手
道
部
の
試
合
で
も
し
っ

か
り
成
績
を
残
せ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
」と
勝
利
へ
の

あ
く
な
き
思
い
を
語
っ
た
。

文
／
吉
田
穂
高

（
経
営
１
年
・
大
商
大
高
）

空
手
道
部

　

全
関
西
大
学
空
手
道
選
手
権

大
会
が
、１
年
ぶ
り
に
大
商
大

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ

れ
た
。大
商
大
空
手
道
部
は
、初

戦
の
大
阪
工
業
大
学
戦
に
快
勝

す
る
も
、２
回
戦
の
大
阪
経
済

法
科
大
学
戦
で
は
大
将
戦
ま
で

も
つ
れ
込
ん
だ
。大
将
を
務
め

た
曽
木
淳
平（
経
営
４
年
・
東
灘

高
）は
、ア
リ
ー
ナ
の
大
歓
声
を

力
に
変
え
て
落
ち
着
い
た
試
合

運
び
で
４
―
１
で
勝
利
し
た
。

続
く
準
決
勝
の
天
理
大
学
戦
で

は
、２
勝
１
敗
２
分
で
勝
ち
上

が
っ
た
。迎
え
た
決
勝
の
相
手

は
宿
敵
・
近
畿
大
学
だ
っ
た
が
、

先
鋒
、次
鋒
、中
堅
と
連
敗
し
、

流
れ
を
つ
か
め
な
い
ま
ま
完
敗
。

２
年
連
続
で
優
勝
を
逃
し
た
。

　

全
関
西
大
会
か
ら
１
カ
月
後

の
１１
月
、全
日
本
大
学
空
手
道

選
手
権
大
会
が
東
京
で
開
か
れ

た
。大
会
２
週
間
前
、主
将
の
小

山
翔
馬（
公
営
４
年
・
東
洋
大
附

属
牛
久
高
）は
技
術
面
で
自
信
を

付
け
て
い
た
。「
１
、２
回
戦

は
緊
張
で
思
う
よ
う
に
動
け

な
か
っ
た
が
、負
け
る
気
が

し
な
か
っ
た
」（
小
山
）と
言
う

よ
う
に
、立
教
大
学
に
完
勝
、

高
崎
商
科
大
学
に
３
勝
２
敗

で
勝
利
し
、３
回
戦
へ
駒
を

進
め
た
。続
く
拓
殖
大
学
戦

で
は
３
勝
２
敗
１
分
と
ギ
リ

ギ
リ
の
戦
い
と
な
っ
た
が
、

飯
作
雄
太
郎（
公
営
２
年
・
保

善
高
）は「
拓
殖
大
戦
か
ら
自

分
の
流
れ
に
持
っ
て
く
る
こ

と
が
で
き
、調
子
が
上
が
っ

て
い
っ
た
」と
語
っ
た
。

　

準
々
決
勝
の
同
志
社
大
学

戦
は
２
勝
１
敗
３
分
で
大
商

大
の
粘
り
強
さ
を
見
せ
、さ

ら
に
駒
を
進
め
た
が
、準
決

勝
で
は
強
敵
・
京
都
産
業
大

学
と
当
た
り
１
勝
３
敗
１
分

で
敗
れ
た
。昨
年
度
と
同
様

の
３
位
と
な
り
、成
績
を
塗

り
替
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。全
戦
全
勝
で
チ
ー

ム
を
支
え
た
小
山
だ
が「
大

会
前
か
ら
勝
つ
イ
メ
ー
ジ
は

湧
い
て
い
た
し
、優
勝
で
き

る
と
も
思
っ
て
い
た
。で
も
、

結
果
が
全
て
」と
悔
し
さ
を

に
じ
ま
せ
た
。

　

今
大
会
、け
が
か
ら
復
帰

し
た
飯
作
が
優
秀
選
手
賞
を

受
賞
。後
輩
の
成
長
も
目
覚

ま
し
い
。大
商
大
空
手
道
部

の
古
豪
復
活
を
目
指
す
１
年

が
ま
た
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

「第40回日本拳法龍峰杯優勝大会」
　成年の部男子弐段の部　3位　　　 井上 直也（公営2年・青翔高）

「第30回全日本学生拳法個人（男・女）選手権大会」
　男子の部　　　　　　　 ベスト16　西尾 勇輝（経済4年・大商大堺高）
　　　　　　　　　　　　 ベスト16　江口 昌吾（経済4年・大商大堺高）

「第59回全日本学生拳法選手権大会」
　男子団体　　　　　　　準優勝
　敢闘賞　　　　　　　　 　　　 　 彦坂 優希（商1年・東大阪大柏原高）

　

大
商
大
日
本
拳
法
部
の

１
年
間
の
集
大
成
と
な
る

全
日
本
学
生
拳
法
選
手
権

大
会
が
、１１
月
に
開
催
さ
れ

た
。全
日
本
大
会
は
、チ
ー

ム
の
中
心
と
し
て
戦
い
続

け
た
４
年
生
の
学
生
最
後

の
試
合
と
な
る
。負
け
れ
ば

そ
こ
で
引
退
が
決
ま
る
。大

商
大
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２

回
戦
、３
回
戦
と
順
調
に
勝

ち
進
み
、目
指
す
優
勝
へ
と

一
歩
一
歩
近
づ
い
た
。

　

準
々
決
勝
の
相
手
は
、４

月
の
西
日
本
学
生
拳
法
選

手
権
大
会
の
決
勝
で
僅
差

で
敗
れ
た
関
西
学
院
大
学

だ
。選
手
の
順
番
を
ガ
ラ
リ

と
変
え
て
挑
み
、先
峰
を
任

さ
れ
た
西
野
貴
士（
公
営
４

年
・
今
宮
工
科
高
）が
力
強

く
攻
め
勝
利
し
た
。こ
れ
で

チ
ー
ム
が
勢
い
づ
く
と
、副

将
戦
、彦
坂
優
希（
商
１
年
・

東
大
阪
大
柏
原
高
）も
相
手

に
食
ら
い
つ
く
よ
う
に
攻

め
、ル
ー
キ
ー
の
拳
で
勝
利

を
決
定
づ
け
た
。宿
敵
・
関

西
学
院
大
に
借
り
を
返
す

と
、準
決
勝
で
も
６
月
の
日

本
拳
法
全
国
大
学
選
抜
選

手
権
大
会
の
準
決
勝
で
敗

れ
た
立
命
館
大
学
と
の
雪

辱
戦
と
な
っ
た
。こ
こ
で
も

チ
ー
ム
の
勢
い
は
止
ま
ら

ず
圧
勝
し
た
。

　

勝
っ
て
も
負
け
て
も
最

終
章
。相
手
は
全
日
本
三
連

覇
を
狙
う
明
治
大
学
だ
。こ

こ
ま
で
の
勢
い
で
連
覇
を

阻
止
し
た
か
っ
た
が
、先

峰
、次
峰
、三
峰
と
敗
れ
て

し
ま
い
後
が
な
く
な
っ
た
。

続
く
中
堅
は
今
大
会
絶
好

調
の
彦
坂
だ
。相
手
に
一
本

も
取
ら
せ
な
い
強
さ
を
見

せ
、
三
将
戦
、
西
尾
勇
輝

（
経
済
４
年
・
大
商
大
堺
高
）

に
つ
な
げ
た
。思
う
よ
う
に

攻
め
ら
れ
ず
こ
の
ま
ま
引

き
分
け
る
か
と
思
わ
れ
た

矢
先
、相
手
に
一
本
を
取
ら

れ
惜
し
く
も
敗
北
。１０
年
ぶ

り
決
勝
の
舞
台
を
優
勝
で

は
飾
れ
な
か
っ
た
が
、昨
年

度
の
ベ
ス
ト
８
を
大
き
く

上
回
る
準
優
勝
と
い
う
成

績
を
収
め
た
。ま
た
、敢
闘

賞
に
彦
坂
が
選
ば
れ
た
。

　

準
優
勝
で
幕
を
閉
じ
た

今
大
会
を
振
り
返
り
、２
年

間
、主
将
を
務
め
た
西
尾
は

後
輩
に
向
け
て「
自
分
た
ち

に
足
り
な
い
も
の
を
考
え
、

最
高
の
大
商
大
日
本
拳
法
部

を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
」と

語
っ
た
。新
体
制
で
主
将
を

務
め
る
矢
田
秀
人（
商
３
年
・

東
大
阪
大
柏
原
高
）は「
必
ず

チ
ー
ム
を
強
く
成
長
さ
せ
、

優
勝
旗
を
持
っ
て
帰
り
ま

す
」と
約
束
し
た
。こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
な
成
長
を
見

せ
て
く
れ
る
か
楽
し
み
だ
。

文
／
根
本
あ
か
り

（
経
済
４
年
・
西
城
陽
高
）

日
本
拳
法
部

最
終
章
幕
開
け

最
終
章
幕
開
け

次
こ
そ

　
頂
点
へ
！！

10
年
ぶ
り
決
勝

10
年
ぶ
り
決
勝

新
体
制
へ

新
体
制
へ

雪
辱
を
果
た
す
時

雪
辱
を
果
た
す
時

準
V
準
V

全日本全日本
昨年の無念晴らせず昨年の無念晴らせず3位3位

初
出
場
で 

初
出
場
で 

国
体
国
体

男子団体組手

男子団体

全
日
本
全
日
本
準
V
準
V

第58回全日本大学空手道選手権大会
11月16日　日本武道館

第59回全日本学生拳法選手権大会
11月23日　BODYMAKERコロシアム

第57回全関西大学空手道選手権大会
10月19日　大阪商業大学総合体育館

第69回国民体育大会空手道競技
10月13日～15日　佐世保市体育文化館

第14号   2015年（平成27年）1月発行 4

チームの集大成！
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